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移

転
側と受入側両者の視点から

技

術移転を学びましょう！

企業の経営者及び実務担当者対象者

開催場所

定　　員

講義開催日 ・ 講義内容

広島地域においては、技術移転により多く

の企業が海外に進出しています。海外進出

は企業のグローバル戦略に位置づけられ、

今後も増えていくものと予想されます。

本セミナーにおいては、移転側、受入側の

視点に立ち、スムーズな技術移転をするた

めの基礎知識と実際の事例を学んでいただ

きます。

広島商工会議所2階 202 号室

平成 18 年 9 月 28 日（木）

平成 18 年 9 月 29 日（金）

４０名　（受講料無料）

 

 

      目 的      目 的

技術移転と人材育成（MOT）セミナー技術移転と人材育成（MOT）セミナー

～東南アジア・中国への展開について～

主催：広島商工会議所・広島大学大学院工学研究科・広島大学産学連携センター

10:00 ～ 11:00　「技術移転総論」広島大学産学連携センター　高田忠彦

11:15 ～ 12:15　「技術移転と管理技術」広島大学大学院工学研究科　高橋勝彦

13:00 ～ 14:00  「技術移転とものつくり」広島大学大学院工学研究科　山根八洲男　　

14:15 ～ 15:15  「技術移転と法務」元帝人㈱　黒沢　正　

10:00 ～ 11:00　「技術移転と受入側対応」広島大学産学連携センター　松井亨景

11:15 ～ 12:15  「技術移転と知財」広島大学産学連携センター　橋本律男　   　

13:00 ～ 14:00　「技術移転人材育成」広島大学大学院国際協力研究科　平川幸子

14:15 ～ 15:00　「技術移転事例（１）」

15:00 ～ 15:45　「技術移転事例（２）」㈱サタケ　保坂幸男

　

（財）ひろしま産業振興機構
東京大学大学院経済学研究科ものづくり経営研究センター 岩城富士大
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 連絡先　ご住所： 

e-mail：

Tel：

締め切り：平成１８年９月１５日(金）までにお願いします。
　　　　　　　 ただし、先着４０名となり次第締め切らせていただきます。　　

 

「技術移転総論」

「技術移転と管理技術」

「技術移転と受入側対応」

「技術移転事例（２）」

９月２８日 ９月２９日

技術移転の成功事例を概観する。次に、その背後に
ある技術移転の動機、目的、態様について及び社会
経済条件の違い、技術的インフラの違いに基づく技
術移転の問題点について述べる。

講義内容のご案内

参加申込書

本講義では，技術移転における管理技術，中でも生産
管理の役割について述べる．特に，企業戦略や製品ラ
イフサイクルの段階と技術移転の動機や形態，管理の
重点との関係について述べる。

技術移転を行う人材には、技術力はもちろん、英語力や
異文化適応能力などの能力が必要です。能力や文化の違
う移転先の人材を使いこなし、最終的には経営に参画で
きるよう、人材育成について講義します。

海外への技術移転では一寸した法務上の手抜かりが後日
思いもかけない損失を招く。このセミナーでは、実際の
ケースも使いかかるリスクを回避、軽減する方策を具体
的に検討する。

従来、技術移転は、国内空洞化など負のイメージが大き
かったが、今般の「ものづくり白書」にもあるように、
中国と日本国内との生産増加は連動すると言う共存共栄
の構図が認められている。本講義ではものづくり・技術
の伝承と言った人から人への技術移転に始まり、海外へ
進出する国際的技術移転に至るまでの知識と技能を移転
側と受入側の立場から修得する。

「技術移転とものつくり」

「技術移転人材育成」

「技術移転事例（１）」

技術移転とは何か、技術移転の背景、内容、プロセス、
タイプ、関連要因、人材教育など総括的に学び、戦略上、
東南アジア・中国への技術移転が、どのように行われて
いるかを理解し、経営戦略、事業戦略を含め考察する。

「技術移転と法務」

「技術移転と知財」

技術移転時の知的財産保護のために必要な知的財産権の
体系、基礎的な内容、財産価値の考え方、移転時の一般
的な手続き、チェックリスト、留意事項、課題等につい
て述べる。

＊ 個人情報の取り扱いについて、広島大学の規則に基づき十分注意を払い取り扱います。

ものづくりの基盤技術である機械加工からみた技術移転
について加工技術と組立技術，技能から技術への展開な
どについて解説する。

自動車の情報化を睨んでフォード、マツダ、三洋電機の
３社がマレーシア・ペナンに設立し昨年は中国に二次進
出したFMS Audio(現Sanyo Automedia)を事例に発展途上
国への技術移転の事例を学ぶ。


